
５`13 カートリッジ等
\ 品目及び判断の基準等

トナーカートリッ
ジ

【判断の基準】
{使用済トナーカートリッジの回収及びマテリアルリサイクルのシステム
があること。

|回収したトナーカートリッジ部品の再使用・マテリアルリサイクル率が
回収した使用済製品全体質量（トナーを除く）の50％以上であること。

}回収したトナーカートリッジ部品の再資源化率が回収した使用済製品全
体質量（トナーを除く）の95％以上であること。

~回収したトナーカートリッジ部品の再使用又は再生利用できない部分に
ついては、減量化等が行われた上で、適正処理され、単純埋立されない
こと。

�トナーの化学安全性が確認されていること。
�感光体は、カドミウム、鉛、水銀、セレン及びその化合物を処方構成成
分として含まないこと。

‚使用される用紙が特定調達品目に該当する場合は、特定調達物品等を使
用することが可能であること。
【配慮事項】
{回収したトナーカートリッジのプラスチックが、材料又は部品として再
びトナーカートリッジに使用される仕組みがあること。

|各種システムの構築及び再資源化率等に係る判断の基準を満たすことを
示す証明書等を備えていること。

}製品の包装又は梱包は、可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及
び廃棄時の負荷低減に配慮されていること。

インクカートリッ
ジ

【判断の基準】
{使用済インクカートリッジの回収システムがあること。
|回収したインクカートリッジ部品の再使用・マテリアルリサイクル率が
回収した使用済製品全体質量（インクを除く）の25％以上であること。

}回収したインクカートリッジ部品の再資源化率が回収した使用済製品全
体質量（インクを除く）の95％以上であること。

~回収したインクカートリッジ部品の再使用又は再生利用できない部分に
ついては、減量化等が行われた上で、適正処理され、単純埋立されない
こと。

�インクの化学安全性が確認されていること。
�使用される用紙が特定調達品目に該当する場合は、特定調達物品等を使
用することが可能であること。
【配慮事項】
{各種システムの構築及び再資源化率等に係る判断の基準を満たすことを
示す証明書等を備えていること。

|製品の包装又は梱包は、可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及
び廃棄時の負荷低減に配慮されていること。
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備考）１ 本項の判断の基準の対象とする「トナーカートリッジ」又は「インクカートリッジ」（以
下「カートリッジ等」という。）は、新たに購入する補充用の製品であって、コピー機やプ
リンタなどの機器の購入時に装着又は付属しているものは含まない。
２ 「トナーカートリッジ」とは、電子写真方式を利用したコピー機、プリンタ及びファク
シミリ等の機器に使用されるトナーを充填したトナー容器、感光体又は現像ユニットのい
ずれか２つ以上を組み合わせて構成される印字のためのカートリッジであって、「新品ト

ナーカートリッジ」又は「再生トナーカートリッジ」をいう。ただし、現像ユニット及び
感光体から構成されるカートリッジについては、トナー容器とのセット販売品に限り対象
とし、トナー容器単体、感光体単体又は現像ユニット単体で構成される製品は対象外とす
る。
ア．「新品トナーカートリッジ」とは、本体機器メーカーによって製造又は委託製造され
たトナーカートリッジをいう。
イ．「再生トナーカートリッジ」とは、使用済トナーカートリッジにトナーを再充填し、
必要に応じて消耗部品を交換し、包装又は同梱される印刷物又は取扱説明書のいずれか
に再生カートリッジであることの表記をされたトナーカートリッジをいう。

３ 「インクカートリッジ」とは、インクジェット方式を利用したコピー機、プリンタ及び
ファクシミリ等の機器に使用されるインクを充填したインクタンク及び印字ヘッド付きイ
ンクタンクである印字のためのカートリッジであって、「新品インクカートリッジ」又は「再
生インクカートリッジ」をいう。
ア．「新品インクカートリッジ」とは、本体機器メーカーによって製造又は委託製造され
たインクカートリッジをいう。
イ．「再生インクカートリッジ」とは、使用済インクカートリッジにインクを再充填し、
必要に応じて消耗部品を交換し、包装又は同梱される印刷物又は取扱説明書のいずれか
に再生カートリッジであることの表記をされたインクカートリッジをいう。

４ 「マテリアルリサイクル」とは、材料としてのリサイクルをいう。エネルギー回収や油
化、ガス化、高炉還元、コークス炉化学原料化は含まない。
５ 「再使用・マテリアルリサイクル率」とは、使用済みとなって排出され、回収されたカー
トリッジ等の質量のうち、再使用又はマテリアルリサイクルされた部品質量の割合をいう。
ただし、「回収されたカートリッジ等」の対象から、ウエブサイト又はカタログ等において
回収対象外として公表しているカートリッジ等は除く。
６ 「再資源化率」とは、使用済みとなって排出され、回収されたカートリッジ等質量のう
ち、再使用、マテリアルリサイクル、エネルギー回収や油化、ガス化、高炉還元又はコー
クス炉化学原料化された部品質量の割合をいう。ただし、「回収されたカートリッジ等」
の対象から、ウエブサイト又はカタログ等において回収対象外として公表しているカート
リッジ等は除く。
７ トナーカートリッジに係る判断の基準{及びインクカートリッジに係る判断の基準{の
「回収システムがあること」とは、次の要件を満たすことをいう。
ア．製造事業者又は販売事業者が自主的に使用済みのカートリッジ等を回収（自ら回収し、
又は他の者に委託して回収することをいう。複数の事業者が共同して回収することを含
む。）するルート（販売店における回収ルート、逆流通ルートによる回収、使用者の要請
に応じた回収等）を構築していること。
イ．カートリッジ本体に、製品名及び事業者名（ブランド名なども可）をユーザが見やす
いように記載していること。
ウ．製品の包装、同梱される印刷物、本体機器製品の取扱説明書又はウエブサイトのいず
れかでユーザに対し使用済カートリッジ等の回収に関する具体的な情報（回収方法、回
収窓口等）提供がなされていること。

８ トナーカートリッジに係る判断の基準~及びインクカートリッジに係る判断の基準~の
「適正処理」とは、再使用又は再生利用できない部分については、使用済カートリッジ等
を回収した事業者が自らの責任において適正に処理・処分していることをいい、他の事業
者が実施する回収システムによって行う処理（事業者間において交わされた契約、合意等
によって行う場合を除く。）は含まれない。ただし、その対象から、ウエブサイト又はカタ
ログ等において回収対象外として公表しているカートリッジ等は除く。š
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